
社 !会
I 教科、種目の観υ点
資料作成に当たつては、共通観点の他に、学習指導要領 (平成29年 3月 )に示された各教科の目標や内容等に即して検討し、教科独自の観点を定めた。

1教育基本法の理念や第二期長崎県教育振興基本計画の趣旨・内容を踏まえて、豊かな人間性の育成を図る上での特長

教科の特質に応じて、「教育の目的」及び「教育の目標」の達成、「本県教育が目指す人間像」の育成に資する内容、構成となっているか。

ふるさと長崎の伝統・文化や歴史、自然について理解を深める学習に生がせる題材が扱われているか。

2学習指導要領の目標や内容等を踏まえて、確かな学力の育成を図る上での特長

基礎的・基本的な知識・技能が確実に習得されるよう工夫されているか。

知識 :技能を活用して課題を解決するために必要な思考力、判断力、表現力等が育成されるよう工夫されているか。

主体的に学習に取り組む態度が身に付くよう工夫されているか。

3年
ア 身近な地域や市町について、人々の生活との関連を踏まえて理解を深め、地域社会に対する誇りと愛情、地域社会の一員としての自覚を養うよう配慮されているか。
イ 地図帳や各種の具体的資料を基に課題を追究したり解決したりする活動を促すとともに、考えたことや選択・判断したことを表現する力を養うよう工夫されているか。

4年
ア 自分たちの県について、人々の生活との関連を踏まえて理解を深め、地域社会に対する誇りと愛情、地域社会の一員としての自覚を養うよう配慮されているか。
イ 地図帳や各種の具体的資料を基に課題を追究したり解決したりする活動を促すとともに、考えたことや選択・判断したことを表現する力を養うよう工夫されているか。

5年
ア 我が国の国上の地理的環境や産業の現状について、国民生活との関連を踏まえて理解を深め、我が国の国上に対する愛情や産業の発展を願い将来を担う国民としての自

覚を養うよう配慮されているか。
イ 地図帳や地球儀、統計などの各種の基礎的資料を基に課題を追究したり解決したりする活動を促すとともに、考えたことや選択・判断したことを説明したり、それらを基に議論
したりする力を養うよう工夫されているか。

6年
ア 我が国の政治、先人の業績や優れた文化遺産、国際社会における我が国の役割について理解を深め、平和を願い我が国の将来を担う国民としての自覚を養うよう配慮され

ているか。
イ 地図帳や地球儀、統計や年表などの各種の基礎的資料を基に課題を追究したり解決したりする活動を促すとともに、考えたことや選択・判断したことを説明したり、それらを基

に議論したりする力を養うよう工夫されているか。

3学習効果や使いやすさ、見やすさ(ユニバーサルデザイン)等の観 J点からの表記・表現や体裁め特長

文章は、分かりやすく、質 ,量ともに豊かな記述内容となっているか。

写真、挿絵、図表などは、学習意欲を高めるとともに、学習内容との関連や学習効果に十分配慮されているか。

レイアウトや色彩、文字の大きさ、挿絵の活用、紙質、製本等については、適切に配慮されているか。
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Ⅱ 選定資料利用上の留意点
1資料の作成に当たちては、設定した観点ごととこ、特に目立った事柄を取り上げること。
2利用に際しては、全体を通して総合的に判断し、各教科書の特色をとらえるとともに、地域の実態、その他の条件を考慮して、道正な採択のための資料とすること。
3前記の観点と次表の観点、具体項 目とは、対応させて読み取ること。



Ⅲ 社会

日 文

・ 複数単元で 1わ た したちの字びを生かそ

う」を設定 し、人権や福祉、環境問題等の

今 日的課題を意図的に取 り上げて考えさせ

ることで、社会の様々な事象について深 く
考えた り、かかわつた りしていこうとする

意識を高めることができるよう配慮 されて
いる。

単元の終末に、 「私たちにできることを考
えよう」や 「これからの工業生産のあり方
を考えよう」等のテーマを設けて考えさせ

ることで、よりよい社会の形成に参画 し、
自らの役割や責任を果たしていこうとする
態度を養 うことができるよう配慮 されてい

る。

・ 4年の |く らしのなかに17く わる願い」で
は、本県に残る行事や、橋や教会等の建造
物 とそれ らの探存にかかわる取組を文や写
真、絵を使つて詳細に紹介 し、行事や施設
にかかわる人の思いや願いについて身近に
感 じながら学習できる内容になつている。

・ 6年の歴史学習では、島原・天草一揆や貿
易拠点 としての出島、朝鮮交流の窓 口士
なつた対馬を、文と絵、写真で詳 しく取り
上げ、本県が歴史の中で果たしてきた役割
に気付くとともに歴史や文化に親 しみなが
ら学習を進めることができるようになつて
ヤヽる。

5年の自然災害の字習では、雲イ山晋賢缶の

噴火の状況 と南島原市の噴火被害遺構 (校

舎)について文や写真を使うて紹介 し、自
然災害の恐ろしさやそれにかかわる取組に
ついて身近なこととして感 じながら学習で

きる内容になつている。

・ 6年の歴史学習では、紺馬藩の倭館、島原
市の青い目の人形、朝鮮通信使の世界記憶
遺産登録などが紹介 され、本県が古くか ら

国際交流において大きな役割を果たしてき
たことに気付 くとともに歴史や文化に親 し

みながら学習を進めることができるように
なっている。

教  出
,こ れからのまちづくりや 自らの行動等につ

いて考える場を設定 し、学習 した事象を基
にさらに認識を深めた り自らのくらしと関
連付けさせた りすることで、多面的に社会
を見つめ、行動 していくことの大切 さを意
識できるよう配慮されている。

・様々な立場で社会に参画している人々の話
を紹介するコーナーでは、活動の様子や思
いを身近に感 じさせ、産業や伝統文化に封
する児童の理解が深まるようにすること
で、社会の多様性に目を向け、多角的に社
会を見つめて行動しようとする態度を養 う
ことができるよう配慮されている。

・ 5年の水産業の学習では、長崎市のまき網
漁の水揚げから店に並ぶまでと、水産セン

ターのつ くり育てる漁業やかまばこ工場の

様子を、文や写真、地図を使つて紹介 し、
本県 と水産業の密接な関係に気付 くことが
できる内容になつている。

6年の歴史学習では、島原・天草一揆や貿
易拠点 としての出島、朝鮮交流の窓 口と
なつた対馬を文と絵で取 り上げ、本県が歴
史の中で果たしてきた役割に気付くととも
に歴史や文化に規 しみながら学習を進める
ことができるようになっている。

東 書

今 日的課題である防災 。キャリア・ ICT・

エネルギー等にかかわつて、児童が身近に

感 じ取ることができるような内容を取 り上

げ、社会の様々な側面に気付かせること
で、進んで社会に参画 していこうとする意
識を高めることができるよう配慮されてい

る。

様々な分野で活動する人々の話を取 り上げ
るとともに、学習の成果を生かして自分た
ちにできることを考えた り、異なる立場か
ら考えた りする学習場面を設定すること
で、社会の中で自らできることを考え行動
していこうとする態度を養 うことができる
よう配慮されている。
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Ⅲ 社会

Iわたしたちの学びを生かそ う」では、児
童が自主的に調べたいと思 う内容を取 り上

げることで、主体的に学習が進められるよ

う工夫されている。

キャラクターに疑間を発言 させて児童の疑
問を焦点化することで、課題解決に進んで

取 り組むことができるよう工夫されてい

る。

日 文

「むずかしいことば」、
「
キーワー ド」の

コーナ‐を設け、専門用語や重要語を分か
りやすく解説することで(基礎的・基本的
な知識が習得されるよう工夫されている。

「学び方・調べ方コーナ‐」では、グラフ
の読み取り方、意見交換会の仕方などを解
説することで、基礎的ヽ基本的な知識・技
能が習得されるよう工夫されている。

・ 単元のは じめには見開きを使 つて写真や
絵、図を紹介することで、児童の疑問から

課題を追究 した り解決 した りする活動を促
し、思考力・判断力・表現力等が育成 され
るよう工夫されている。

「見方・考え方 コーナー」では、視点を
「空間」 「時間」 「関係」の三つに分けて

示すことで、問題解決的な学習を促 し、思
考力・判断力・表現力等が育成 されるよう
工夫されている。        _

・ 巻頭に学習の進め方を示すモデル図を掲載
することで、知識・技能を活用する道筋が

示 され、課題を追究 した り解決 した りする

学習活動を促 し、思考力・判断力・表現力

等が育成されるよう工夫されている。

各見開きに、各時間の中心 となる問いや次
につながる問いを示 し、問題解決的な学習
を促すことで、思考力・判断力・表現力等
が育成 されるよう工夫されている。

|ひろげる」では、学びを広げた り、深め
た りすることができる題材を取 り上げるこ

とで、主体的に学習が進められるよう工夫
されている。

本時の問いと次につながる問いを示すこと
で、課題解決に進んで取 り組むことができ
るよう工夫されている。

教  出

|キーワー ド」のコーナーを設けて課題解
決に必要な学習用語を示 し、必要に応 じて

解説を付記することで、基礎的・基本的な

知識が習得 されるよう工夫されている。

「学びのてびき」のコーナ
=で

は、情報の

集め方、資料の読み取り方等を解説するこ
とで、基礎的・基本的な知識・技能が習得
されるよう工夫されている。

コラム欄で学習に関連するエピノー ドや学
びを深める話を紹介することで、社会的事
象に姑する関心を高め、主体的に学習が進
められるよう工夫されている。

問題解決的な学習の流れや、「まなびのポ
イント」を明示することで、見通しをもつ
て課題に取り組むことができるよう工夫さ
れていると

東 書
「ことば」のコーナーを設け、学習する上

で重要な語句を示 した り、専門用語を解説
した りすることで、基礎的・基本的な知識
が習得 されるよう工夫されている。

各単元の 「まとめる」では、1学習内容を分
かりやすくまとめた例を示 したり、既習の

学習内容を書き込めるようにした りするこ

とで、基礎的・基本的な知識 `技能が習得
されるよう工夫 されている。

。学習過程を 「つかむ」 I調べる」 |ま とめ
る」 「いかす」に整理して示すことで、課
題を追究したり解決 したりする学習活動を
促 し、思考力・判断力・表現力等が育成さ
れるよう工夫されている。

・社会的な見方・考え方を四つの視点で整理
した問いを示すことで、思考力・判断力・

表現力等が育成されるよう工夫されてい

る。
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Ⅲ 社会

「
自然災害から人々を守る活動」では、事

例として東京都の水害を取り上げ、地域の

人々の努力や工夫、関連機関との協力・連
携を紹介することで、自然災害に封する
人々の様々な備えや願いを理解することが
できるよう工夫されている。

「くらしの中に伝わる願い」では、長崎県
の歴史のある古い建物や、地域に昔から伝
わる祭 りを単元を通 して取 り上げること
で、長崎県に封する誇 りと愛情、地域社会
の一員 としての自覚を養 うよう配慮されて
いる。

日 文

多世代の地域住民や 関係者 な ど、身近 にヤ

る多様な人たちからの話を幅広く掲載する
ことで、生活との関連を踏まえた理解を深
めさせるよう工夫されている。

「安全なくらしを守る」では、自分たちに
できることを話し合つたり、発表会をした
り、ノー トのまとめ方を提示 したりするこ
とで、地域社会の一員としての自覚を養 う
よう配慮されている。

`表やグラフについて、単位や色付け・形等
を分かりやすく提示し、関連付けたレイア
ウトをすることで、学習のまとめ方をイ
メージさせ、課題を追究したり解決したり
する活動を促すことができるよう工夫され
ている。

「わたしたちの学びを生かそ う」では、児
童が自主的に調べ学習を展開できるような
内容を見開きで表示することで、考えたこ
とや選択・判断したことを表現する力を養
うよう工夫されている。

1グラフ、写買、絵、図を分か りやす く提示
したり、関係のある人々の話を吹き出し等
にして紹介 したりすることで、学習に関心

をもたせ、課題を追究した り解決 した りす
る活動を促すことができるよう工夫されて
いる。

`「店ではたらく人と仕事」では、学習した
ことを、身近な商店街などへ広げる活動を
提示することで、考えたことや選択・判断
したことを表現する力を養 うよう工夫され
ていると

「昔か ら今へ と続 くまちづ くり」や 「わた
したちの県のまちづ くり」では、それぞれ

新 日開発・用水路開削・焼 き物づ くりが、
生活をよりよくするための活動であること
に気付かせることで、人々の生活の様子や
変化についての理解を深めることができる
よう工夫されている。

「地域でうけつがれてきたもの」では、徳
島県の阿波踊りが大切に受けつがれてきた
ことを取り上げることで、伝統と文化を尊
重する態度を育てることを通して、地域社
会の一員としての自覚を養 うよう配慮され
ている。

教  出

レシー トや枚勁袋 な ど身近な ところで 目

している物や避難訓練などの身近な出
を、資料や題材 として効果的に取 り入れる
ことで、生活 との関連を踏まえた理解を深
めさせるよう工夫 されている。

「火事からまちを守る」では、児童が自分
の生活 と関連付けた気付きや考えを話 し合
い発表 した り、自分たちにできることを標
語にした りすることで、地域社会の一員 と
しての自覚を養 うよう配慮 されている。

|き ょう上の伝統・文イヒと先人たち」や
「古いまちなみを生かすまち」では、古く
から残る建造物や地域の伝統的な文化を調
べる学習を随所に設けることで、地域に対
する誇 りと愛情をもつことができるよう工

夫されていると

「いかす」での学習では、水の使い方やご

みを減 らす手立てを考えたり、特色ある地
域 と自分たちのまちの良さを伝える活動を

仕組んだりすることで、児童が地域社会の
一員 としての自覚を養 うよう配慮されてい

る。

東 書

・地域で働 く関係者の話を掲載 し、身近な地

域 と自分の生活 との関わ りに触れ させるこ

とで、生活 との関連を踏まえた理解を深め

させるよう工夫されている。

「市のようす」では、古くから残る建造物
やまちについて、歴史や伝統を紹介し、特
徴やよさの調べ方を示すことで、地域社会
に対する誇 りと愛情を養 うよう配慮されて
いる。

絵地図や写真、吹き出しなどを組み合わせ
て分かりやすく構造的に提示することで、

学習に見通 しをもたせ、課題を追究 した り

解決 した りする活動を促すことができるよ

う工夫されているЬ

「まとめる」では、しょうかい地図やせん
でんシール(壁新聞の作成、ワークシー ト
ヘの記入など多様な言語活動を設定するこ
とで、考えたことや選択・判断したことを

表現する力を養 うよう工夫 されている。
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Ⅲ

1情報をつ くり、伝える」では、情報社会
の問題や情報の有効な活用 。自らのあり方
を考えるといつた学習を促すことで、課題
を追究・解決できるよう工夫されている。

「国上の環境を守る」では、公害問題や 自
然災害等について豊富な資料を用いて取 り
上げ、環境を守るために大切なことや 自分
たちにできることなどを考えさせること
で、説明した り議論 したりする力を養 うよ
う工夫されている。

日 文

・ 各単元に県や地方を示した地図を随ゲプi「に取
り上げたり、春末の 「地図となかよしにな
ろう」で積極的に地図の活用を促 したりす
ることで、児童が地図や資料を積極的に活
用できるよう工夫されている。

・ 実際に施設を見学したり、関係者に聞き取
り調査を行つたり、児童が自ら体験した
り、観察したりすることで、調べたことを
まとめたり表現したりする力を養 うよう工

夫されている。

・国土について学ぶ学習では、地球儀を活用
しやすいように、地図と地球儀の違いや使
い方を取り上げるとともに、国土の広がり
を把握するための資料を豊富に掲載するこ
とで、国土に姑する理解を深めるよう配慮
されている。

。米作 りの学背では、豊冨な了資料を順序よく
配列 して、一貫 した流れで学習できるよう
にし、農業従事者の技術改良や品種改良等
に至る工夫や努力も具体的に取り上げるこ
とで、我が国の産業の発展を願い、国民と
しての自覚を養 うよう配慮されている。

・情報の学習では、ICTの普及により、暮 ら
しや社会が大きく変化したことをとらえる
とともに、情報流出等の問題点にういても
取り上げることで、情報と生活との関連に
ついて理解を深めることができるよう配慮
されている。           _

・ 国上の学習では、我が国の東西雨北端や排
他的経済水域、北方領土、竹島、尖閣諸島
の位置や現状を取 り上げた り、我が国及び

周辺国の国旗を取 り上げた りすることで、
国土の位置や領土について正 しく把握 し、
我が国の国上に対する愛情を養 うよう配慮
されている。

・ 工業生産の学習では、工業製品の改艮、目
動車工場での生産の変化が分かる資料を導
入に掲載 し、工業生産の発展を意識 しなが
ら調べていくことができるようにすること
で、課題を追究・解決できるよう工夫 され
ている。

「自然災害とともに生きる」では、昔 と今
の津波災害の写真を提示 し、日本で発生 し
た大きな自然災害の年表 と関連付けること
でく課題を追究・解決できるよう工夫 され
ている。

教  出

・地図を活用する学習場面では、各地の伝統
行事や歴史的建造物や施設設備の写真を合
わせて取 り上げることで、地図と実際の地

域を関連付けて資料をより効果的に活用で

きるよう工夫されている。

「地域で うけつがれてきたもの」では、伝
統的な文化について調べる過程で、児童が

体験 した り交流 した りしながら学習するこ

とを重視することで、表現する力を養 うよ

う工夫されている。

・ 学習内界を選択する単元では、学習計画が
立てやすいよ うに、一覧になつたページ

(「学習の進め方」)を設けたり、写真や
地図を中心に提示して資料を活用したりす
ることで、「̀

果
題を追究・解決することがで

きるよう工夫されている。

「自然災害を防ぐ」では、自然災害につい
て豊富な写真や図などを用いて国土の地形
や気候 と自然災害 とを関連付けることでく
考えたことを説明 。議論する力を養 うよう
工夫されている。

東 書

・同じ地域を複数の種類の地図や写真で表現
したり、都道府県の特産品や特徴を見開き
の大きな図や地図で掲載することで、社会
的事象を観察・調査したり、資料を効果衛
に活用したりする力を高めるよう工夫され
ている。

・小単元ごとの 「まとめる」段階で、文章で
まとめる、写真やカー ドを活用する、発表
する、話し合 うなどの多様な表現活動を提
示することで、習得した知識の定着を図
り、表現する力を育成できるよう工夫され
ている。

工業生産の学習では、豊富な統計資料や地
図、写真等を掲載することで、自動車生産
を中心に他の日本の代表的な工業について
も調べることができるようバランス良く構
成 してあり、日本の工業の特色について理
解が深まるよう配慮されている。

・産業と情報のかかわりの学習では、コンビ
ニエンスス トアを取 り上げ、情報管理や情
報通信技術の活用で様々なサービスを提供
していることを学習することで、情報への
理解が深まるよう配慮されている。
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Ⅲ 社会

・ 国や地方の政治の字習では、講 し合いや
ノー トの使い方を例示するとともに、学習
資料や見方・考 え方の欄 を設定す ること
で、広い視野から社会的事象を考えた り、
資料を効果的に活用 した りすることができ
るよう工夫されている。

・ 見開きの江戸図屏風を基に問題づくりを話
し合つた り、領土や国境をめぐる課題を紹
介 した りする特設ページを設けることで、
歴史的事象について考えた り、説明したり
する力を養 うよう工夫されている。

日 文

・政治学習の導入では、各学年で学習 した政
治にかかわる学習を振 り返る工夫がされる
とともに、学童保育 と待機児童等の身近な
事例か ら我が国の今 日的課題 を示す こと
で、政治への興味・関心が高められるよう
配慮 されている。

各時代の生活の様子やシルクロー ドの絵地

図を見開きページで示 した り、国際社会で

活躍する日本人を紹介 した りすることで、
我が国の歴史や国際社会における役割につ
いての理解が深められるよう配慮 されてい

る。

「歴史の学び方をナビゲーション」では、
史跡・博物館・画像資料・年表などを活用
する歴史の基本的な学習方法について解説
した特設ペエジを設定することで、歴史ヘ

の興味・関心を高められるよう配慮されて
ヤヽる。

我が国の政治、歴史及び国際理解の導入で

は、オ リンピック・パラリンピックを題材
にして、学習の進め方を示 した り、参加す
る人々の願いを紹介 した りすることで、政

治や国際社会における我が国の役割につい
て理解が深められるよう配慮されている。

・ 生まれた子 どもの数 と高齢者の割合を表 し
たグラフや、投票率の変化を表 したグラ
ラ、模擬投票の事例などを取 り上げること
で、社会的事象の意味を考えた り、議論 し
た りする力を養 うよう工夫されている。

折 り込みの年表や、各単元の冒頭に簡略な
年表が示され、歴史的事象を年表等に整理
したり、歴史上の人物の立場からインタ
ビューに答えたりする活動を設定すること
で、資料を基に課題を追究したり解決した
りする活動ができるよう工夫されている。

教  出

・政治・国際理解の 「いかす」では、新聞を
読んで気になった記事を出し合つて発表 し

た り、 「まとめる」において 日本 とっなが

りの深い国について調べたことを基に意見
文を書いて発表 した りする場面を設定する
ことで、選択・判断 したことを説明する力
を養 うよう工夫されている。

・巻頭に歴史学習の基本として、博物館見学
のポイン トや年表の見方等を紹介したり、
各単元の「まとめる」においてミニパネル

デイスカッションやキャッチフレーズづく
り等を設定したりすることで、課題を追究
したり議論したりする力を養 うよう工夫さ
れている。

東 書

・政治・国際理解の Iい力|す」では、国際交
流、紛争や難民等のテエマを設定し、国際
社会における我が国の役割を考えさせるこ
とで、平和を願い、我が国の将来を担 う国
民 としての 自覚を養 うよ う配慮 されてい

る。

・我が国の政治や文化の発展 に寄与 した
人々、能楽や歌舞伎、浮世絵などの文化等
について、コラム欄を設け、紹介すること
で、先人の業績や文化遺産について理解が
深められるよう配慮されている。
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Ⅲ 社会

学習内容についての情報や資料く追究過程
を見開きページにまとめ、問題解決的な学
習をスムーズに進められるようにした り、
写真や図表などの資料には図版番号を付け
た りすることで、様々な学習場面で使いや
すいよう工夫されている。

・ 本文を学習活動、気付きや疑問、学習内容
の二つに分けて整理 し、文字の大きさや区

.切 り線で区別す ることで、学習場面をイ
メージしながら読みやす くなるよう配慮 さ
れている。

日 文

3年の市の様子の移 り変わりの単元では、
写真や地図、挿絵など豊富な資料 と学習活
動・子どもの発言・学習内容の二つに分け
た本文で、交通や公共施設、土封

'ュ

利用や人
口、生活の道具などの時期による違いを分
かりやすくまとめている。

4年の県内の伝統や文化 の単元では、20
ページにわたつて長崎県の大浦天主堂や長
崎くんちを取 り上げ、会話文や本文、写真
や地図、人々の話を用いて、文化財や年中
行事を受け継いできた人々の願いや努力を

分かりやすくまとめている。

・ 単元の導入ペマジを、強い即象を与える写
真やイラス トを中心に構成することで、追
究意欲や興味 ,関心を高めることができる
ようにしている。

・ 資料の読み取 り方や見学・観察などの仕方
について解説 した 「学び方・調べ方 コー

ナー」や考えを深めるための視点 と方法を
示 した 「見方・考え方コーナー」を設ける
ことで、学びを深めることができるよう工

夫されている。

,3年 の地域で働 く人を取 り上げた単元で

は、会話文 :働 く人の話 。写真や地図・鳥
H敢図を用いて、生産や販売の仕事が地域の

人々の生活 と密接にかかわつていることを

分か りやすくまとめている。

6年の歴史単元では、資料ページを適宜設
け、当時の世界とのかかわりについて、人
物やできごとなどを通して学びを広げるこ
とができるようにしたり、人物名を付 した
小見出しを設け、歴史的事象 との結びうき
をとらえやすくしたりしている。

写真や資料の配晋Lを 工夫 した り、その近 く
に視点や方法を示唆 した吹き出しを設けた
りすることで、社会的事象の見方 。考え方
を働かせて学習を進めることができるよう
にしている。

全学年、学習問題の立て方、学習計画の立
て方、情報の集め方、資料の読み取 り方、
学習の整理の仕方、表現活動の仕方につい

て解説した 「学びのてびき」のコーナーを
適宜設けることで、どのようにして学べぼ
よいのかをとらえやす くしている。

11単位時間の内容を見開き2ページで構成
したり、 3、 4年では発達の段階を踏まえ
て、各時間における学習の進め方を 3段階
で示したりすることで、学習と指導の両面
で分かりやすく、見通しをもちやすいよう
工夫されている。

・ 装丁には汚れにくい加工を施 したり、本文
を太目の文字にしたりすることで、扱い易
さや読みやすさに配慮されている。

教  出

・ 全学年の巻末に 1年間で学んだことを振 り
返ることのできるページや索引を設けるこ

とで、学習 した言葉や事柄、地名、国名、
人物など既習事項の確認ができるよう工夫
されている。

・ 全学年、資料の読み取 り方や学習の進 め
方 、ま とめ方 を示 した 「まなび方 コー

ナー」を随所に設けることで、学習活動が

円滑に進められるよう工夫されている。

本文 と資料が区別できるよ うに自己直 した
り、写真や図表などの資料に、見開き単位
で番号を付 けた りす ることで、読みやす
く、学習場面で使いやすくなるよう工夫さ
れている。

ルビを比較的大きな文字にして本文が読み
やすいようにしたり、 5年 と6年は分冊に
したりすることで、児童の取り扱いがしや
すいように配慮されている。

東 書

・ 5年 の水産業の単元では、10ペ ージにわ

たつて長崎漁港を取 り上げ、漁法や とつた
魚の流通、養殖 。栽培漁業、水産加工品の

生産について、学習上重要なキーヮ■ ドを
「ことば」 として明示 した り、働 く人の話
や写真などを用いた りして分かりやす くま
とめている。

・ 5年の工業の大単元では、本文 。会話文・

写真や統計資料を用いて優れた製品が生産
されていることを分か りやす くまとめた
り、12名 の働く人の話を取り上げて仕事に

携わる人々の思いや願いを共感的に理解で
きるよう.に したりしている。
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